
―
居
住
用
財
産
の

特
別
控
除
を
巡
る
裁
判
例
―

は
じ
め
に

個
人
が
居
住
用
財
産
（
居
住

の
用
に
供
し
て
い
る
家
屋
・
そ

の
敷
地
等
）を
譲
渡
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
の
も
と
に
、
長
期

譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
３
千
万

円
の
特
別
控
除
（
措
法
３５
①
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
居
住
用
財
産
の
特
別
控

除
に
関
す
る
裁
判
例
・
判
決
例

は
多
く
、
現
在
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

に
は
２
０
７
件
の
情
報
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
、
新

し
い
判
断
を
示
し
た
平
成
２２
年

７
月
１５
日
東
京
高
裁
判
決
を
中

心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
、
居
住
用
財
産
の
譲
渡

所
得
の
特
別
控
除
の

趣
旨

平
元
・
３
・
２８
最
高
裁

（
棄
却
）（
確
定
）

Ｚ
１
６
９

６
２
７
７

最
高
裁
判
決
で
は
、
租
税
特

別
措
置
法
３５
条
が
設
け
ら
れ
た

趣
旨
は
、「
個
人
が
自
ら
居
住
の

用
に
供
し
て
い
る
家
屋
及
び
そ

の
敷
地
等
を
譲
渡
す
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
居

住
用
財
産
を
取
得
す
る
の
が
通

常
で
あ
る
な
ど
、
一
般
の
資
産

の
譲
渡
に
比
し
て
特
殊
な
事
情

が
あ
り
、
担
税
力
も
高
く
な
い

例
が
多
い
こ
と
等
を
考
慮
」
し

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

２
、
共
有
家
屋
の
一
部
を

取
り
壊
し
、
そ
の
敷

地
を
譲
渡
し
た
場
合

次
の
東
京
高
裁
は
、
特
別
控

除
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
共
有
家

屋
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
そ
の

敷
地
を
譲
渡
し
た
場
合
に
も
、

措
置
法
３５
条
１
項
の
適
用
を
初

め
て
認
め
た
裁
判
例
で
す
。

平
２２
・
７
・
１５
東
京
高
裁

（
原
判
決
取
消
し
・
納
税

者
勝
訴
）（
確
定
）

Ｚ
８
８
８

１
５
３
８

原
審：

平
２１
・
１１
・
４
東

京
地
裁
（
棄
却
）

Ｚ
８
８
８

１
５
３
７

甲
（
控
訴
人
・
原
告
）
は
、

亡
父
と
己
（
甲
の
亡
兄
の
妻
）

が
共
有
す
る
本
件
建
物
に
居
住

し
て
い
ま
し
た
が
、
下
記
の
合

意
（
本
件
合
意
）
を
前
提
に
、

亡
父
の
遺
産
分
割
に
よ
り
、
本

件
建
物
の
敷
地
の
う
ち
分
筆
予

定
の
本
件
土
地
の
所
有
権
及
び

本
件
建
物
の
持
分
の
４
分
の
１

を
取
得
し
ま
し
た
。

①

本
件
建
物
を
２
つ
に
分

割
、
土
地
を
２
筆
に
分
筆
し
、
甲

が
取
得
す
る
本
件
土
地
は
、
土

地
上
の
本
件
建
物
の
分
割
部
分

（
甲
の
居
住
部
分
）
を
取
り
壊

し
更
地
に
し
て
第
三
者
に
売
却

し
、
甲
は
転
居
す
る
。

②

己
は
、
残
り
の
土
地
と
同

地
上
の
残
存
家
屋
を
取
得
す
る
。

甲
は
、
本
件
土
地
の
譲
渡

は
、
措
置
法
３５
条
１
項
の
要
件

を
満
た
す
と
し
て
、
確
定
申
告

後
、
更
正
の
請
求
（
通

法
２３

①
）
を
行
い
ま
し
た
が
、
認
め

ら
れ
ず
本
訴
に
及
び
ま
し
た
。

�

特
別
控
除
適
用
の
有
無

東
京
高
裁
（
西
岡
清
一
郎
裁

判
長
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
判

断
し
、
措
置
法
３５
条
１
項
の
適

用
を
認
め
ま
し
た
。

①

家
屋
取
壊
し
後
の
譲
渡

措
置
法
３５
条
１
項
で
は
、
土

地
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
災

害
に
よ
り
居
住
用
家
屋
が
滅
失

し
た
場
合
を
除
き
、
現
存
す
る

家
屋
と
と
も
に
そ
の
敷
地
を
譲

渡
し
た
場
合
、
特
別
控
除
の
対

象
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
措
置
法
３５
条
１
項

の
趣
旨
か
ら
、
更
地
と
し
て
譲

渡
す
る
目
的
で
居
住
用
家
屋
を

取
り
壊
し
、
そ
の
敷
地
を
更
地

と
し
て
譲
渡
す
る
場
合
で
も
、

家
屋
を
そ
の
敷
地
と
と
も
に
譲

渡
を
し
た
場
合
に
準
じ
る
も
の

と
し
て
、
措
置
法
３５
条
１
項
の

要
件
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る

（
措
通
３５

２
参
照
）
。

②

共
有
家
屋
の
一
部
譲
渡

措
置
法
３５
条
１
項
の
文
理
の

ほ
か
、
建
物
の
所
有
権
の
権
利

の
対
象
と
し
て
の
特
性
に
照
ら

し
、
同
項
の
家
屋
の
譲
渡
は
家

屋
の
全
体
の
譲
渡
を
予
定
し
て

い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
一
棟
の
建
物
の
一

部
譲
渡
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
敷

地
部
分
の
譲
渡
と
の
関
係
で
単

独
所
有
建
物
の
譲
渡
な
い
し
取

り
壊
し
と
同
視
で
き
る
場
合
が

あ
り
、
次
の
③
の
よ
う
な
一
連

の
手
続
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

措
置
法
３５
条
１
項
の
要
件
に
該

当
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

③

一
連
の
手
続

ア

お
互
い
の
共
有
持
分
に
相

当
す
る
土
地
部
分
の
分
割
に
加

え
、
建
物
に
つ
い
て
も
お
互
い

の
取
得
す
る
土
地
上
の
建
物
部

分
に
つ
い
て
こ
れ
を
建
物
と
し

て
区
分
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。

イ

そ
の
う
え
で
、
一
方
が
自

ら
分
割
取
得
し
た
共
有
土
地
部

分
上
の
建
物
部
分
を
取
り
壊

し
、
そ
の
敷
地
に
相
当
す
る
共

有
土
地
部
分
を
譲
渡
し
、
他
の

共
有
者
が
同
じ
く
分
割
取
得
し

た
土
地
上
の
残
存
家
屋
に
つ
い

て
単
独
で
所
有
権
を
取
得
す
る
。

ウ

結
果
と
し
て
、
分
割
取
得

し
た
共
有
土
地
部
分
を
譲
渡
し

た
共
有
者
が
建
物
の
共
有
持
分

を
喪
失
す
る
。

④

本
件
合
意
の
趣
旨

本
件
合
意
は
、
本
件
建
物
の

一
部
取
壊
し
に
際
し
て
は
、
そ

の
部
分
に
対
す
る
己
の
共
有
持

分
の
放
棄
が
な
さ
れ
る
こ
と
の

見
合
い
で
、
残
存
家
屋
部
分
に

対
す
る
甲
の
共
有
持
分
の
放
棄

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ

て
い
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ

る
か
ら
、
甲
は
一
連
の
手
続
の

結
果
、
本
件
建
物
の
共
有
持
分

を
喪
失
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

⑤

適
用
要
件
の
該
当
性

本
件
土
地
の
第
三
者
へ
の
譲

渡
は
、
自
ら
の
所
有
す
る
土
地

上
に
存
す
る
自
ら
所
有
し
居
住

す
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
う
え

で
、
そ
の
敷
地
部
分
を
第
三
者

に
譲
渡
し
た
場
合
と
同
視
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
措
置
法

３５
条
１
項
の
要
件
に
該
当
す
る

と
解
さ
れ
る
。

�

措
置
法
３５
条
３
項
の
「
や

む
を
得
な
い
事
情
」

東
京
高
裁
で
は
、
控
訴
人
が

本
件
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け

る
旨
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本

件
は
法
律
解
釈
が
難
し
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
更
正
の
請
求
に

至
っ
た
経
緯
（
税
務
相
談
の
回

答
、
加
算
税
の
リ
ス
ク
を
避
け

る
こ
と
）
か
ら
、
措
置
法
３５
条

３
項
の
「
や
む
を
得
な
い
事
情
」

が
あ
っ
た
と
認
め
て
い
ま
す
。

３
、
措
置
法
３５
条
の
立

証
責
任

平
１８
・
２
・
２３
名
古
屋
地
裁

（
棄
却
）（
確
定
）

Ｚ
２
５
６

１
０
３
２
５

名
古
屋
地
裁
で
は
、
課
税
要

件
事
実
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
課
税
庁
が
主
張
立
証
責
任

を
負
う
が
、
租
税
法
が
一
般
原

則
に
対
し
て
特
に
恩
恵
的
、
政

策
的
に
租
税
を
減
免
す
る
め
た

め
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
証
拠

収
集
の
容
易
性
や
課
税
要
件
を

定
め
る
規
定
の
立
法
趣
旨
等
を

考
慮
し
て
、
納
税
者
に
立
証
責

任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
相
当

と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
居
住
用
財
産

の
特
別
控
除
を
受
け
る
要
件
と

し
て
の
居
住
用
財
産
該
当
性
の

事
実
は
、
納
税
者
が
主
張
立
証

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

４
、
転
居
後
も
週
末
に

利
用
し
て
い
た
家
屋

平
１９
・
１１
・
１
大
阪
地
裁

（
一
部
取
消
し
）（
確
定
）

Ｚ
２
５
７

１
０
１
８
５

こ
の
事
案
の
納
税
者
は
、
本

件
家
屋
を
譲
渡
す
る
ま
で
、
ほ

ぼ
毎
週
金
曜
日
午
後
に
本
件
家

屋
を
訪
れ
、
土
曜
日
又
は
日
曜

日
に
本
件
借
家
に
戻
る
と
い
う

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
阪
地
裁
で
は
、
こ
の
場

合
、
借
家
と
の
比
較
で
、
主
と

し
て
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た

か
否
か
の
検
討
は
不
要
で
あ
る

と
し
た
う
え
で
、
本
件
家
屋
の

利
用
は
、
娯
楽
や
一
時
的
な
目

的
で
は
な
く
、
本
件
借
家
及
び

本
件
家
屋
の
双
方
に
お
い
て
生

活
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
一
つ

の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
し

て
、
本
件
家
屋
を
居
住
用
財
産

と
認
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

平
成
２２
年
７
月
１５
日
東
京
高

裁
判
決
は
、
立
法
趣
旨
に
よ

り
、
措
置
法
３５
条
１
項
の
要
件

を
解
釈
し
た
も
の
で
、
相
続
等

に
よ
り
取
得
し
た
共
有
の
居
住

用
財
産
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用

範
囲
を
認
め
た
も
の
と
し
て
評

価
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

依
田

孝
子
〔
大
森
〕

収
録
内
容
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
編
集
室
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